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早
期
に
魅
力
あ
る

建
設
産
業
を
実
現

し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

　

こ
う
し
た
中
、

技
能
者
の
処
遇
改

善
、
担
い
手
確
保

な
ど
を
目
的
と
し

た
建
設
業
法
、
入

札
契
約
適
正
化
法
、

公
共
工
事
品
確
法

の
改
正
法
が
全
会

一
致
で
可
決
・
成

立
し
ま
し
た
。
附

帯
決
議
に
は
全
国

の
仲
間
か
ら
寄
せ
ら
れ
た

意
見
や
要
望
が
反
映
さ
れ

る
な
ど
、
極
め
て
大
き
な

成
果
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
持
続
可
能
な
建

設
業
の
実
現
に
向
け
た
１

０
０
万
人
国
会
請
願
署
名

で
は
、
約
１
２
０
万
筆
を

集
約
す
る
と
共
に
、
全
国

会
議
員
の
半
数
以
上
と
な

る
３
６
８
人
の
国
会
議
員

か
ら
賛
意
が
示
さ
れ
、
21

年
ぶ
り
の
国
会
請
願
採
択

を
勝
ち
取
る
こ
と
が
で
き

　

私
の
住
ん

で
い
る
地
域

で
は
６
月
上

旬
に
田
植
え

の
準
備
が
始

ま
る
。
親
子

で
田
ん
ぼ
へ

行
き
、
息
子

は
ト
ラ
ク
タ
ー
に
乗
り
、

親
父
は
畦
の
直
し
。

　

そ
し
て
、
数
日
後
に

は
家
族
総
出
で
田
植
え

の
開
始
で
あ
る
。
機
械

の
後
の
植
え
つ
ぎ
に
飽

き
た
将
来
有
望
な
後
継

者
（
孫
達
）
は
田
ん
ぼ

の
中
を
泳
い
で
い
る
で

は
な
い
か
。
に
ぎ
や
か

な
声
で
、
そ
れ
を
誰
も

止
め
る
こ
と
な
く
見
守

っ
て
い
る
。

　

う
ぐ
い
す
の
声
を
聞

き
、
ひ
ば
り
の
さ
え
ず

り
。
昼
に
な
れ
ば
田
ん

ぼ
の
淵
に
座
り
、
家
族

団
ら
ん
で
昼
食
。
の
ど

か
な
風
景
で
あ
り
、
こ

れ
が「
田
舎
の
い
い
所
」

で
あ
る
。

　

昔
は
当
た
り
前
だ
っ

た
こ
の
光
景
も
、
今
で

は
大
型
機
械
の
登
場
で

人
が
不
要
と
な
っ
た
。

寂
し
い
よ
う
で
、
で
も

そ
れ
は
そ
れ
で
変
わ
ら

ず
美
味
し
い
お
米
が
出

来
る
の
で
、
収
穫
で
き

る
ま
で
待
ち
遠
し
い
も

の
で
あ
る
。

　

家
の
孫
達
に
も
あ
れ

は
駄
目
、
こ
れ
も
駄
目

で
な
く
、
そ
の
時
そ
の

時
の
時
代
に
適
し
た
方

法
を
選
び
、
頑
張
っ
て

い
る
姿
を
温
か
く
見
守

っ
て
や
り
た
い
と
思
う
。

発　　行　　所
〒700-0024 岡山市北区駅元町23-12
岡山県建設労働組合（建労岡山）
電　話� 086-252-2338
F A X� 086-252-0273
発行人　　山　本　茂　輝

先
人
達
の
思
い
引
き
継
ぐ

組
合
の
発
展
目
指
し
結
束
を

　
６
月
29
日
、
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
ア
岡
山
に
て

「
岡
山
県
建
設
労
働
組
合
結
成
70
周
年
記
念
祝
賀

会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
各
支
部
か
ら
の
出
席
者

や
地
元
国
会
議
員
、
岡
山
県
知
事
、
中
国
地
方
各

県
連
・
組
合
か
ら
の
来
賓
な
ど
、
計
３
４
８
人
が

出
席
し
、
仲
間
と
の
団
結
、
組
織
拡
大
・
運
動
強

化
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

主
催
者
を
代
表
し
て
岩

谷
執
行
委
員
長
の
挨
拶
の

後
、
来
賓
の
全
建
総
連
中

西
執
行
委
員
長
や
逢
沢
一

郎
衆
議
院
議
員
、
石
井
正

弘
参
議
院
議
員
、
伊
原
木

隆
太
岡
山
県
知
事
か
ら
も

お
祝
い
の
挨
拶
を
賜
り
、

組
合
の
発
展
を
祈
念
し
た

鏡
開
き
と
共
に
全
員
で
乾

杯
を
行
い
ま
し
た
。

　

多
く
の
仲
間
が
久
し
ぶ

り
の
出
会
い
を
喜
び
、
昔

話
に
花
を
咲
か
せ
た
り
、

こ
れ
か
ら
の
組
合
に
つ
い

て
語
り
合
っ
た
り
す
る
な鏡開きで70周年を祝う

ど
思
い
思
い
に
楽
し
い
ひ

と
時
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　

歴
史
を
振
り
返
る
と
、

昭
和
29
年
に
わ
ず
か
43
人

の
有
志
で
結
し
て
日
雇
健

保
の
擬
制
適
用
が
始
ま
り
、

そ
の
後
、
諸
先
輩
方
が
国

会
行
動
で
戦
い
、
約
６
千

人
が
デ
モ
行
進
、
県
庁
へ

座
り
込
み
な
ど
激
し
い
運

動
の
末
に
昭
和
45
年
に
建

設
国
保
が
誕
生
と
、
強
い

団
結
と
絆
で
数
々
の
困
難

を
乗
り
越
え
て
き
ま
し
た
。

　

組
合
を
築
こ
う
と
い
う

先
人
達
の
熱
意
と
無
償
の

努
力
が
基
と
な
り
、
今
や

１
万
人
を
超
え
る
強
固
な

組
織
と
な
り
ま
し
た
。
今

い
る
我
々
は
、
先
人
達
の

思
い
を
引
き
継
ぎ
、
こ
れ

か
ら
１
世
紀
を
も
続
く
組

合
を
守
り
続
け
る

使
命
が
あ
り
ま
す
。

　

今
後
も
仲
間
が

助
け
合
い
、
励
ま

し
合
い
な
が
ら
、

建
労
岡
山
に
お
け

る
諸
課
題
の
解
決

と
魅
力
あ
る
建
設

産
業
の
実
現
を
目

指
す
運
動
を
全
力

で
取
り
組
む
と
共

に
、
組
織
拡
大
を

は
じ
め
と
す
る
組

合
運
動
に
取
り
組

ん
で
い
き
ま
し
ょ

う
。

熱中症を予防しよう！
・水分、休憩をこまめに取ろう
・�年配の方は上手にエアコンを
「おかしい」と思ったら病院へ

https://www.okayamakenro.or.jp/

　
【
全
建
総
連
　
中
西
委

員
長
】
建
労
岡
山
の
結
成

70
周
年
記
念
式
典
が
、
こ

の
よ
う
に
盛
大
に
開
催
さ

れ
ま
す
こ
と
、
心
よ
り
慶

び
申
し
上
げ
ま
す
。
建
設

業
は
現
在
、
大
き
な
転
換

期
を
迎
え
て
い
ま
す
。
建

設
業
就
業
者
数
は
平
成
９

年
の
６
８
５
万
人
を
ピ
ー

ク
に
、
昨
年
は
４
８
３
万

人
と
大
幅
に
減
少
し
て
い

ま
す
。
労
働
人
口
が
減
少

傾
向
に
あ
る
中
、
他
産
業

と
の
人
材
獲
得
競
争
が
よ

り
一
層
激
化
し
て
お
り
、お祝いの言葉を述べる逢沢議員

清麻呂太鼓によるアトラクション

ま
し
た
。
こ
れ
は
歴
史
的

成
果
と
言
え
ま
す
。

　

今
後
も
建
労
岡
山
と
の

連
携
を
密
に
取
り
、
強
い

団
結
の
力
を
発
揮
し
て
い

け
ば
、
現
在
直
面
し
て
い

る
諸
問
題
も
必
ず
解
決
で

き
る
と
確
信
し
て
お
り
ま

す
。
建
労
岡
山
の
さ
ら
な

る
発
展
と
大
い
な
る
飛
躍

を
心
か
ら
祈
念
致
し
ま
し

て
、
お
祝
い
の
言
葉
と
さ

せ
て
頂
き
ま
す
。（
要
旨
抜

粋
）

ご
来
賓
の
皆
様
（
敬
称
略
・
順
不
同
）

【
衆
議
院
議
員
】

　
　
逢
沢
　
一
郎 

　
　
山
下
　
貴
司

　
　
加
藤
　
勝
信

　
　
橋
本
　
　
岳

　
　
小
賀
　
智
子

　
　
（
阿
部
俊
子
秘
書
）

【
参
議
院
議
員
】

　
　
石
井
　
正
弘

　
　
小
野
田
紀
美

【
岡
山
県
知
事
】

　
　
伊
原
木
隆
太

【
建
労
岡
山
顧
問
】

　
　
池
田
　
邦
一

【
全
建
総
連
関
係
】

　
執
行
委
員
長
　
中
西
　
孝
司

　
副
委
員
長
　
橋
本
　
直
幸

　
書
記
次
長
　
小
倉
　
範
之

【
広
島
建
労
】

　
執
行
委
員
長
　
原
　
　
　
正

　
書
記
長�

藤
岡
　
祐
二

【
建
設
山
口
】

　
執
行
委
員
長
　
吉
村
　
　
修

　
書
記
長�

山
田
　
好
男

【
島
根
建
連
】

　
会
　
長�

足
立
　
好
郎

　
常
務
理
事�

森
山
　
　
豊

【
鳥
取
県
連
】

　
会
　
長�

池
田
　
勝
美

　
副
会
長�

吉
澤
　
敏
彦

組合70周年
記念祝賀会
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念願のマイホーム
育児と仕事を頑張る

　
【
青
年
部
　
福
圓
晃

基（
30
歳
・
和
気
）】
大

工
と
し
て
働
き
始
め
て

は
や
12
年
。
結
婚
し
て

今
年
の
３
月
に
は
待
望

の
第
一
子
が
産
ま
れ
、

５
月
に
は
念
願
の
マ
イ

ホ
ー
ム
を
自
分
の
手
で

建
て
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

弊
社
の
社
長
を
は
じ

め
社
員
の
仲
間
や
、
日
頃

か
ら
お
世
話
に
な
っ
て
い

る
関
係
業
者
の
み
な
さ
ん

の
助
力
も
あ
り
、
私
の
思

い
描
い
た
一
軒
家
に
な
り

ま
し
た
。

　

こ
の
場
を
借
り
て
、
諸

先
輩
方
や
仲
間
の
み
な
さ

ん
に
は
厚
く
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

　

そ
し
て
、
将
来
息
子
が

大
き
く
な
っ
た
時
に
は

「
ぼ
く
の
父
ち
ゃ
ん
は
立

派
な
大
工
さ
ん
な
ん
だ
」

と
胸
を
張
っ
て
周
り
に
自

慢
し
て
も
ら
え
る
よ
う
、

日
々
の
育
児
と
仕
事
を
一

生
懸
命
頑
張
っ
て
笑
顔
あ

ふ
れ
る
、
幸
せ
な
家
庭
を

築
い
て
い
こ
う
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　

そ
し
て
青
年
部
活
動
も

全
力
で
頑
張
り
た
い
で
す
。

　
【
住
宅
対
策
部
・
技
術

対
策
部
】
元
日
に
発
生
し

た
令
和
６
年
能
登
半
島
地

震
の
支
援
と
し
た
応
急
仮

設
木
造
住
宅
建
設
に
つ
い

て
、
建
労
岡
山
か
ら
合
計

13
人
の
組
合
員（
大
工
職
）

が
輪
島
市
域
に
派
遣
さ
れ

ま
し
た
。
今
回
は
人
手
、

材
料
と
も
に
不
足
し
、
当

初
の
就
労
期
間
が
大
幅
に

変
更
さ
れ
る
な
ど
、
過
酷

な
現
場
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
宿
泊
先
が
個
室

か
ら
相
部
屋
へ
の
変
更
や
、

半
島
と
い
う
地
理
的
条
件

か
ら
現
地
の

道
路
状
況
の

回
復
が
進
ん

で
お
ら
ず
、

当
初
１
時
間

強
と
見
込
ま

れ
た
通
勤
時

間
も
倍
以
上

か
か
る
、
食

料
の
入
手
が

困
難
で
あ
る

な
ど
就
労
開

始
後
も
厳
し

い
環
境
が
続

き
ま
し
た
。

　

そ
れ
で
も
、

全
国
の
仲
間

の
努
力
と
協

　
【
賃
金
対
策
部
・
組
織

対
策
部
】
昨
年
11
月
よ
り

建
労
岡
山
で
も
取
り
組
ん

だ
「
持
続
可
能
な
建
設
業

の
実
現
に
向
け
た
１
０
０

万
人
国
会
請
願
署
名
」
に

つ
い
て
報
告
し
ま
す
。
全

国
の
仲
間
の
奮
闘
に
よ
り
、

１
１
９
万
６
２
４
８
筆
の

署
名
を
集
約
す
る
と
共
に
、

全
国
会
議
員
の
半
数
以
上

と
な
る
３
６
８
人
の
国
会

議
員
か
ら
賛
同
署
名
を
得

力
に
よ
り
、
６
月
ま

で
に
５
５
１
戸
の
木

造
仮
設
住
宅
が
完
成

し
ま
し
た
。

　

５
月
18
日
に
は
岩

谷
執
行
委
員
長
と
山

本
書
記
長
が
現
地
に

赴
き
、
視
察
と
激
励

を
行
い
ま
し
た
。

　

従
事
者
の
方
々
に

就
労
を
希
望
さ
れ
た

理
由
に
つ
い
て
尋
ね
た
と

こ
ろ
「
西
日
本
豪
雨
で
助

け
て
も
ら
っ
た
か
ら
今
度

は
自
分
た
ち
が
助
け
た
い
」

と
い
う
も
の
が
多
く
、
助

け
合
い
と
い
う
言
葉
が
実

際
に
生
き
た
瞬
間
と
言
え

ま
す
。

　

こ
の
木
造
仮
設
住
宅
は

最
終
的
に
は
希
望
者
に
対

し
賃
貸
や
販
売
と
い
っ
た

形
態
で
の
転
用
が
見
込
ま

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
べ

た
基
礎
か
ら
の
施
工
と
な

り
ま
し
た
。

119
万
筆
の
署
名
達
成

仲
間
の
処
遇
改
善
の
一
歩
に

て
、
３
１
０
人
の
紹
介
議

員
を
通
じ
て
、
衆
議
院
と

参
議
院
に
請
願
署
名
を
提

出
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
６
月
21
日
に
参

議
院
厚
生
労
働
委
員
会
及

び
本
会
議
で
「
建
設
労
働

者
の
雇
用
改
善
、
担
い
手

確
保
・
育
成
に
関
す
る
請

願
」
が
全
会
一
致
で
採
択

さ
れ
ま
し
た
。（
７
月
３
日

時
点
で
衆
議
院
国
土
交
通

委
員
会
は
保
留
）

　

全
建
総
連
が
取
り
組
ん

だ
国
会
請
願
署
名
が
本
会

議
に
て
採
択
さ
れ
た
の
は
、

２
０
０
３
年
以
来
ま
さ
に

21
年
ぶ
り
の
歴
史
的
快
挙

と
な
り
ま
す
。

　

今
回
の
請
願
内
容
は
、

①
建
設
労
働
者
の
雇
用
改

善
、
能
力
開
発
の
推
進
及

び
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、

高
い
水
準
の
賃
上
げ
に
向

け
た
環
境
整
備
に
努
め
る

こ
と
、
②
建
築
大
工
を
は

じ
め
と
し
た
若
年
者
等
の

入
職
・
定
着
を
促
進
し
、

建
設
業
の
担
い
手
確
保
・

育
成
を
推
進
す
る
こ
と
、

③
建
設
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ

シ
ス
テ
ム
（
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
）

の
普
及
促
進
を
図
る
こ
と

の
３
点
で
す
。

　

採
択
さ
れ
た
請
願
は
内

閣
に
送
付
さ
れ
、
そ
の
後

関
係
省
で
の
取
り
組
み
の

経
過
を
参
議
院
に
報
告
す

る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　

衆
議
院
国
土
交
通
委
員

会
で
は
採
択
が
保
留
と
な

っ
て
い
ま
す
が
、
５
月
に

は
建
設
業
法
を
含
め
た
担

い
手
３
法
が
全
会
一
致
で

可
決
さ
れ
て
お
り
、
そ
の

附
帯
決
議
に
お
い
て
、
全

建
総
連
の
要
望
が
多
岐
に

わ
た
り
盛
り
込
ま
れ
ま
し

た
。（
※
附
帯
決
議
と
は
法

律
の
可
決
に
当
た
っ
て
委

員
会
の
意
思
を
表
明
す
る

も
の
で
す
。
全
文
に
関
し

て
は
組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
お
知
ら
せ
欄
に
掲
載
し

て
い
ま
す
。）

　

こ
の
取
り
組
み
が
、
法

律
や
政
令
の
整
備
に
繋
が

り
、
建
設
職
人
の
処
遇
改

善
の
た
め
の
大
き
な
足
掛

か
り
と
な
り
ま
す
。

　

ご
協
力
頂
い
た
組
合
員

並
び
に
関
係
者
の
方
々
に

改
め
て
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。

　

７
月
末
か
ら
は
珠
洲
市

内
の
新
た
な
現
場
で
仮
設

住
宅
が
建
設
さ
れ
る
こ
と

が
決
定
し
て
お
り
、
復
興

に
向
け
た
戦
い
が
続
き
ま

す
。（
※
こ
ち
ら
の
現
場
の

募
集
対
象
者
は
６
月
10
日

ま
で
現
地
で
応
急
仮
設
木

造
住
宅
の
建
設
に
従
事
し

た
方
に
限
定
）

　

な
お
、
こ
の
度
の
応
急

仮
設
木
造
住
宅
の
建
設
に

従
事
し
て
く
だ
さ
っ
た
組

合
員
の
み
な
さ
ん
に
改
め

て
敬
意
を
表
し
ま
す
。

仮設建築に従事する仲間たち

完成した仮設住宅

能登仮設に組合員派遣
災害通じて生まれた“助け合い”

100万人
請願署名
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笑顔絶えない活動を

女性会定期総会を開催

　
【
女
性
会
】第
61
回
女

性
会
定
期
総
会
が
６
月

12
日
、
組
合
本
部
会
館

で
開
催
さ
れ
、
女
性
会

結
成
４
支
部
か
ら
幹
事
、

代
議
員
、
オ
ブ
ザ
ー
バ

ー
な
ど
を
合
わ
せ
て
計

21
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

議
長
に
今
吉
由
利
子
さ

ん
（
西
大
寺
）
と
鳥
越
孝

子
さ
ん
（
玉
島
）、
宣
言
起

草
委
員
に
中
野
寿
子
さ
ん

（
都
窪
）
が
選
出
さ
れ
ま

し
た
。

　

議
事
で
は
、
本
部
幹
事

よ
り
令
和
５
年
度
運
動
経

過
と
決
算
報
告
、
令
和
６

年
度
運
動
方
針
案
と
予
算

案
が
提
出
さ
れ
、
各
支
部

代
議
員
か
ら
は
支
部
女
性

会
の
活
動
報
告
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
採
決
で
は
全
て

の
提
出
議
案
が
拍
手
で
承

認
さ
れ
、
令
和
６
年
度
か

ら
結
成
支
部
が
４
支
部
に

減
る
中
、
笑
顔
の
絶
え
な

い
活
動
を
進
め
て
い
く
こ

と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

役
員
改
選
で
は
令
和
６

年
度
の
女
性
会
会
長
に
安

原
住
恵
さ
ん
（
玉
島
）
が

新
た
に
就
任
。
ま
た
、
会

場
で
は
基
本
組
織
定
期
大

会
で
も
展
示
し
た
「
建
労

岡
山
写
真
展
」を
再
現
し
、

組
合
員
の
技
術
と
技
能
を

披
露
し
ま
し
た
。

定期大会の様子

Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
活
動
周
知

13
支
部
で
青
年
部
始
動

13
支
部
体
制
始
動

　

７
月
12
日
、
東
京
日
比

谷
公
園
大
音
楽
堂
で
「
全

建
総
連
７
・
12
賃
金
・
単

価
引
き
上
げ
、
予
算
要
求

中
央
決
起
大
会
」
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
生
憎
の
梅

雨
空
に
も
関
わ
ら
ず
、
全

国
46
県
連
・
組
合
か
ら
計

２
，０
０
１
人
が
参
集
し
、

建
労
岡
山
か
ら
は
12
人
が

参
加
し
ま
し
た
。

　

「
国
会
請
願
採
択
を
力

に
、
持
続
可
能
な
建
設
業

に
向
け
て
大
幅
な
賃
金
・

単
価
引
き
上
げ
、
建
設
国

保
組
合
の
育
成
・
強
化
で

仕
事
と
暮
ら
し
を
守
ろ

　
【
青
年
部
】第
58
回
青
年

部
定
期
大
会
が
６
月
29
日
、

お
か
や
ま
西
川
原
プ
ラ
ザ

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

代
議
員
24
人
、
幹
事
13

人
、
基
本
組
織
２
人
と
書

記
２
人
の
計
41
人
が
出
席

し
、
議
事
は
議
長
の
金
邉

嵐
唯
さ
ん
（
玉
島
）、
安
藤

寛
晃
さ
ん
（
津
山
）
に
よ

っ
て
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

大
会
成
立
宣
言
後
、
執

行
部
よ
り
令
和
５
年
度
活

動
経
過
報
告
な
ら
び
に
令

和
６
年
度
活
動
方
針
案
の

提
案
を
行
い
、
全
議
案
が

拍
手
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
あ
が
っ
た
事
前
質

問
で
は
青
年
未
結
成
支
部

や
若
年
層
に
対
す
る
働
き

か
け
に
つ
い
て
問
う
も
の

が
複
数
あ
り
、
青
年
部
衰

退
を
懸
念
す
る
声
が
増
え

て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま

し
た
。執
行
部
か
ら
は「
未

結
成
支
部
に
も
学
習
会
や

ス
ポ
ー
ツ
大
会
な
ど
に
随

時
参
加
を
呼
び
か
け
て
い

る
。
今
年
か
ら
は
青
年
部

公
式
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
開
設
し
、

青
年
部
の
存
在
と
活
動
を

周
知
す
る
。
青
年
部
結
成

へ
の
足
掛
か
り
と
な
る
よ

う
、
み
な
さ
ん
か
ら
も
登

録
を
呼
び
か
け
て
欲
し

い
」
と
回
答
。

　

役
員
改
選
で
林
昂
さ
ん

（
岡
山
支
部
）
が
新
た
に

青
年
部
長
と
な
り
ま
し
た
。

　

大
会
終
盤
に
は
山
下
貴

司
衆
議
院
議
員
が
会
場
に

駆
け
つ
け
、
青
年
部
の
仲

間
を
激
励
。

　

新
見
支
部
よ
り
青
年
部

の
休
止
報
告
が
あ
り
、
結

成
支
部
は
13
支
部
と
な
り

ま
し
た
が
、
林
部
長
に
よ

る
新
体
制
で
こ
れ
ま
で
以

上
に
活
発
な
活
動
を
目
指

し
て
い
き
ま
す
。

う
」
を
メ
イ
ン
ス
ロ
ー
ガ

ン
に
掲
げ
た
今
大
会
。
開

会
後
、
全
建
総
連
の
中
西

委
員
長
が
主
催
者
代
表
挨

拶
と
し
て
、
６
月
の
参
議

院
本
会
議
に
て
全
会
一
致

で
採
択
さ
れ
た
「
建
設
労

働
者
の
雇
用
改
善
、
担
い

手
確
保
・
育
成
に
関
す
る

請
願
」
に
言
及
し
、
全
国

の
仲
間
で
１
０
０
万
人
国

会
請
願
署
名
を
達
成
さ
せ

た
大
い
な
る
成
果
に
対
し

て
謝
意
を
述
べ
る
と
と
も

に「
仲
間
の
力
を
結
集
し
、

各
省
庁
交
渉
を
成
功
さ
せ
、

制
度
・
政
策
へ
我
わ
れ
の

要
求
を
反
映
さ
せ
て
い
こ

う
」と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

ま
た
、
交
渉
団
を
代
表

し
て
、
鈴
木
副
委
員
長
が

「
改
正
担
い
手
３
法
は
好

機
。
全
国
の
仲
間
の
声
を

力
に
、
要
求
実
現
に
向
け

て
交
渉
す
る
」
と
決
意
表

明
を
行
い
、
交
渉
団
は
各

省
庁
へ
出
発
。
建
労
岡
山

か
ら
は
岩
谷
委
員
長
が
厚

生
労
働
省
保
険
局
交
渉
へ

臨
み
ま
し
た
。

　

各
政
党
か
ら
の
来
賓
挨

拶
後
に
は
、
全
建
総
連
の

勝
野
書
記
長
に
よ
り
基
調

報
告
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
中
で
、
賃
金
の
大
幅

引
き
上
げ
と
就
労
環
境
改

善
、
建
設
国
保
の
安
定
運

営
に
必
要
な
国
庫
補
助
と

担
い
手
確
保
に
必
要
な
支

援
策
を
次
年
度
概
算
要
求

に
盛
り
込
む
こ
と
の
２
点

を
要
と
し
、
標
準
見
積
書

の
活
用
が
行
き
渡
る
こ
と

が
賃
金
・
単
価
引
き
上
げ

に
有
効
で
あ
る
こ
と
を
強

調
。「
建
設
産
業
で
働
く
仲

間
の
命
と
暮
ら
し
を
守
る

取
り
組
み
を
前
進
さ
せ
て

い
こ
う
」
と
今
後
の
運
動

強
化
を
訴
え
ま
し
た
。

　

東
京
都
連
の
決
意
表
明

と
、
京
建
労
に
よ
る
大
会

決
議
の
提
案
は
拍
手
で
採

択
さ
れ
、
最
後
に
プ
ラ
カ

ー
ド
ア
ク
シ
ョ
ン
と
団

結
ガ
ン
バ
ロ
ウ
で
無
事

閉
会
を
迎
え
、
要
求
実

現
に
向
け
、
全
国
の
仲

間
と
一
致
団
結
し
ま
し

た
。

　

な
お
、
例
年
実
施
さ

れ
て
い
た
デ
モ
行
進
は
、

熱
中
症
な
ど
参
加
者
の

安
全
確
保
の
観
点
か
ら

取
り
止
め
と
な
り
ま
し

た
が
、
参
加
者
全
員
の

熱
い
思
い
は
会
場
全
体

に
広
が
っ
て
い
ま
し
た
。

　
【
玉
野
支
部
　
田
中

孝
昭
】
労
働
者
に
関
し

て
は
意
義
あ
る
運
動
だ

と
思
い
ま
す
。
あ
と
は

賃
金
引
き
上
げ
が
い
つ

実
現
し
、
ど
れ
ほ
ど
皆

に
行
き
渡
る
の
か
。

　

我
々
も
含
め
、
中
小

企
業
等
で
は
な
か
な
か

賃
上
げ
が
叶
わ
ず
、
逆

に
引
き
下
が
り
、
物
価

の
高
騰
分
で
赤
字
に
陥

る
ケ
ー
ス
も
あ
る
と
思

い
ま
す
。
こ
う
し
た
仲

間
を
守
る
た
め
に
も
迅

速
な
行
動
が
必
要
だ
と

思
い
ま
し
た
。

プラカードで掲げる仲間の要求

国
会
請
願
採
択
を
力
に

賃
金
引
き
上
げ
求
め
仲
間
が
結
集
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一
個
の
「
自
然
」
で
あ
る

私
達
人
間
の
体
に
は
、
生

ま
れ
な
が
ら
に
あ
ら
ゆ
る

疾
患
に
対
し
て
の
完
璧
な

防
御
シ
ス
テ
ム
が
備
わ
っ

て
い
る
。
と
こ
ろ
が
私
達

は
、
つ
い
無
理
を
し
た
り

体
を
休
め
る
こ
と
を
忘
れ

た
り
、
暴
飲
暴
食
な
ど
欲

望
の
ま
ま
に
行
動
し
て
し

ま
い
、そ
の
結
果
不
調
に
。

　

こ
れ
か
ら
冷
た
い
物
が

欲
し
く
な
る
季
節
だ
が
、

体
を
内
側
か
ら
冷
や
さ
な

い
こ
と
も
大
事
。
ギ
ト
ギ

310

鈴の音鈴の音

今
月
の
お
も
な
行
事

今
月
の
お
も
な
行
事

花と彫刻の玄関先
喜ぶ姿が一番嬉しい

真庭支部 若田佳嗣さん（配電工・54歳）

　
「
花
は
愛
情
を
か
け
た

分
咲
い
て
返
し
て
く
れ
ま

す
」
と
笑
顔
で
話
す
若
田

さ
ん
は
、
優
し
さ
で
満
ち

溢
れ
る
配
電
屋
さ
ん
で
す
。

　

花
は
中
学
時
代
か
ら
好

き
で
、
昔
、
町
内
で
開
催

さ
れ
て
い
た
花
を
撮
影
す

る
グ
ラ
ン
プ
リ
で
は
、
初

出
場
で
初
優
勝
し
た
経
歴

を
持
っ
て
い
ま
す
。

　

自
宅
の
玄
関
先
に
は
た

く
さ
ん
の
花
と
木
彫
り
の

彫
刻
が
飾
ら
れ
て
お
り
、

剪
定
技
術
も
造
園
屋
さ
ん

か
ら
は
一
目
置
か
れ
る
ほ

ど
の
腕
前
で
す
。

　

彫
刻
を
始
め
た
の
は
、

10
年
以
上
前
の
こ
と
で

「
好
き
な
木
を
自
分
で
彫

刻
し
て
み
た
い
」
と
の
思

い
で
始
め
た
事
が
き
っ
か

岡山支部
荒木　弘美

　

今
年
も
紫
陽
花
の
季
節

が
や
っ
て
き
た
。
猫
の
額

ほ
ど
の
庭
で
毎
年
白
い
大

輪
の
花
を
咲
か
せ
て
く
れ

る
「
ア
ナ
ベ
ル
」
と
い
う

品
種
の
紫
陽
花
が
私
は
大

好
き
。
毎
年
春
に
は
新
芽

を
の
ぞ
か
せ
、
忘
れ
ず
に

咲
い
て
く
れ
る
。
こ
の
ア

ナ
ベ
ル
だ
け
で
な
く
他
の

花
も
木
も
虫
も
動
物
も
、

自
然
界
の
営
み
は
素
晴
ら

し
い
と
思
う
。

　

東
洋
医
学
で
は
人
間
も

自
然
界
の
一
部
と
考
え
る
。

ト
に
汚
れ
た
フ
ラ
イ
パ
ン

の
油
は
冷
た
い
水
で
は
落

ち
な
い
が
、
お
湯
な
ら
流

せ
る
。
人
間
の
体
も
同
じ

で
、
冷
や
す
と
脂
は
固
ま

花と木が大好きな若田さん

け
で
す
。

　

車
庫
や
車
内
な
ど
に

も
竜
や
う
さ
ぎ
、
金
魚

な
ど
の
作
品
が
沢
山
置

か
れ
、
現
場
の
業
者
や

施
主
の
方
と
彫
刻
の
話

で
盛
り
あ
が
り
ま
す
。

　

小
型
の
模
型
を
手
作

り
す
る
器
用
さ
も
持
ち

合
わ
せ
、
良
い
音
の
鳴

る
小
さ
な
鐘
や
、
綺
麗

な
灯
り
が
と
も
る
ピ
ン

ポ
ン
玉
で
作
っ
た
提
灯

な
ど
、
本
物
さ
な
が
ら

の
出
来
栄
え
に
は
圧
倒

さ
れ
ま
す
。

　

仕
事
の
合
間
に
作
る

た
め
製
作
に
は
１
年
ほ

ど
か
か
り
ま
す
が
、
自

宅
に
は
模
型
が
２
つ
あ

る
他
、
過
去
に
は
２
つ

プ
レ
ゼ
ン
ト
し
た
も
の

も
あ
る
そ
う
で
す
。

　
「
仕
事
も
プ
レ
ゼ
ン

ト
も
、
お
客
さ
ん
の
身

に
な
れ
ば
笑
顔
で
喜
ん

で
も
ら
え
る
し
、
そ
の

姿
を
見
る
こ
と
が
す
ご

く
嬉
し
い
」
と
思
い
を

話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

人も花も美しく生きよう

っ
て
詰
ま
る
の
だ
。
冷

え
冷
え
の
飲
み
物
は

程
々
に
。
と
漢
方
薬
局

で
伺
っ
た
お
話
を
お
裾

分
け
で
あ
る
。

紫
陽
花
か
ら
思
う
こ
と

欲
に
走
ら
ず 

体
冷
や
さ
ず

〈
県
　
内
〉

９
日　

労
組
会
計
監
査

22
日

　

社
保
対
担
当
者
会
議

27
日　

　

�

組
織
対
策
部
担
当
者

会
議

〈
県
　
外
〉

２
日　

　

�

全
建
総
連
社
保
対
部

会
５
日　

　

広
島
原
爆
慰
霊
祭

19
～
20
日

　

全
建
総
連
税
金
部
会

28
～
29
日

　

�

全
国
労
働
保
険
事
務

組
合
協
議
会

|
・
|
・
|
・
|
・
|

　

本
部
は
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９月支部集団健診日程
支　部 日　程 健診会場
津　山 ９月30日（月） 津山文化センター

児　島
９月13日（金）

児島産業振興センター９月14日（土）
９月29日（日）

日曜健診（健診未受診者対象・完全予約制）
健診日程 開催場所

11月３日（日） 倉敷商工会議所 倉敷市白楽町249-5 
11月10日（日） コンベックス岡山 岡山市北区大内田675
11月17日（日） 西大寺公民館 岡山市東区向州1-1
12月１日（日） 津山市勤労者福祉センター 津山市勝部20-7
12月８日（日） 灘崎文化センター 岡山市南区片岡186

　完全予約制で実施します。
　詳細は、所属支部より配布される集団健診・日曜健診の案内で確認の上、申込みくださ
い。　
　健診機関より届いた受診票に記載の受付時間を厳守の上、来場いただくとともに、体調不
良時は健診受診を控えていただくようお願いします。
　また、今後地域の実情に合わせた対策をとらせていただくことがあります。ご理解、ご協
力のほどよろしくお願いします。
　日帰り人間ドック・レディース健診等を希望される方については、所属支部へ相談、申込
みをしてください。
　健診は、自分の身体を知るチャンスです。年に１回必ず受診してください。


